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北海道清水町って？

■人 口：約８，７００人

■ 牛 ：約６０，０００頭

■世帯数：約４，７００世帯

基幹産業は農業（食料自給率2000％）



取組の詳細

STEP1 つなぐ ～清水町の魅力を発信し、人と人とをつなぐ～

「つなぐ・つむぐ・つくる」～つながりと人の流れがあるまち～ 2022.6.29
民泊を活用した地域経済の活性化「まちまるごとホテル」の実現に向けた包括連携協定

十勝清水の持つ強み

（豊かな自然・食・景観）

Airbnbの持つ強み

（世界のホスト・ゲストへの情報発信力）

つながりと
人の流れがあるまち

十勝清水版アルベルコディフーゾ「まちまるごとホテル」

大型店舗・リゾートホテルの高い利便性

効率性・利便性が低い経済の域内循環

豊かさのものさしの変化・・・人とのつながり、信頼、複数依存

令和の豊かさ 昭和の豊かさ逆の発想

人口減少時代における

持続可能なまちづくり



３つの全国初事業を展開取組の詳細

町内の飲食店にご一緒し
ます。地元特産品がお土
産です。
町内経済まわしてます！

移住体験住宅（公共財産）をAirbnbに登録

町長が民泊ホストに 自治体職員の副業項目に民泊を

最初のゲストは、民泊の数
か月後、移住体験住宅を
借り、5月に清水町民に！

公共財産のリノベにもチャレンジ
（Airbnb×良品計画×清水町）

建築年度：平成10年度
建築構造：木造
延床面積：75.33㎡

before after

Airbnbに掲載後、20代～30代や、外国人利用者
が急増！（令和６年度は９５組、２３３人、１４００日）

R3.9/1
～

R4.8/31

R4.9/1
～

R5.8/31
（協定後）

R5.9/1
～

R6.8.31
（協定後）

利用件数 22組 38名 52組 103名 85組 207名

滞在日数 300日間 680日間 1,121日間



建築年度：平成10年度
建設費用：約14,000,000円
建築構造：木造
延床面積：75.33㎡

公共財産が生まれ変わる（Airbnb×良品計画×清水町）



公共財産が生まれ変わる（Airbnb×良品計画×清水町）



「ガイアの夜明け」に！



移住体験住宅利用者

8

移住体験住宅利
用者

H30 H31（R1） R2 R3 R4 R5

利用件数 9組 19名 15組 29名 14組 34名 9組 22名 46組 81名 61組 142名

滞在日数 179日間 325日間 268日間 238日間 495日間 799日間

うち外国人 10組26名

R3.9/1

～
R4.8/31

R4.9/1

～
R5.8/31

（Airbnb協定後）

R5.9/1

～
R6.8.31

（Airbnb協定後）

利用件数 22組 38名 52組 103名 85組 207名

滞在日数 300日間 680日間 1,121日間





清水町の人口推移と将来の見通し
出典：「第６期清水町総合計画」

令和３年３月、18頁



  H12 H17 H22 H27 R2 R2／H12 

北海道 2,306,419  2,380,251  2,424,317  2,444,810  2,476,846  1.07  

郡部 485,696  478,963  435,081  423,112  413,232  0.85  

十勝管内 139,184  144,666  148,155  150,525  153,169  1.10  

清水町 4,072  4,122  4,097  4,131  4,166  1.02  

 

清水町の世帯数の推移

出典：「清水町住生活基本計画」
令和６年３月 ５頁



持ち家に住む高齢世帯の状況（清水町住生活基本計画）
出典：「清水町住生活基本計画」

令和６年３月 15頁



まちまるごとホテルは進化し続けています



取組の詳細

STEP２ つむぐ ～清水町の魅力を第二のふるさととして活動する人を増やす～

STEP３ つくる ～清水町版アルベルコ・ディフーゾ「まちまるごとホテル」を実現し、
経済が活性化されることにより移住者を増やす～

ワーケーション事業の進化系で保育園留学を実施
リノベした移住体験住宅と恵まれた保育環境をシェアリング

令和６年度３８組ご家族（保育園留学生４２名）受け入れ
初年度の予約は１２組 （リピーター４組、移住１組）

「まちまるごとホテル」から「まちどこでもホテル」にチャレンジ
自然溢れる暮らしや営みそのものをシェアリング

更に・・・・
令和６年度は、町民
と共に商店街のビ
ジョンマップづくりに
着手

空き店舗等の有効活
用を進める



３つの全国初事業
・経済団体（商工会・農協・観光協会）全
てと協定
・自治体職員の副業にタイミーを活用
・タイミーを公共分野で活用

タイミーと包括連携協定
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